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ランダムボンドイジングモデルにおけるガラス状相

東北大 ･工 桂 重 俊

ランダムボン ドイジングモデルをBe仇e近似 で考 える｡ハミル トニアンが
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で与えられ るクラスターを考えるo (Liはス ピンjに働 らく有効場であとで self-consi-

stentに定めるo) 中心 スピン Oo, まわ りのスピン 0.お よび相関 0.0.の熱平均値は
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ランダムポ ン ドイジングモデルにおけるガラス状相

(7)

となる｡L'はj- i以外のクラスターの端の点のスピンが中心に及ぼす有効場の和でI

ある｡与えられたJの分布 をP(I)･求めるべき 1の分布をg(1)とする｡ 配位平均を-

で表わし,<U｡>-<0>, より一般 に f(I.)- f(l'l)を課すと1
/

Jf(.1)g(ll)dl.-Jf(ll)h'lp(Jj)g(lj)dJjdlj]
王=,tlz

これはg(1)が積分方程式

i

g(l〝 )- I6(1〝 - th[C+ ∑ ′th~1(tjlj)])
j≠1

x H'lP(Ji)g(lj)dJidli]
j≠ l

(8)

(9)

をみたすことを示す｡Jの分布 が濃度 pのJA と濃度 1-pの JB との binarymixture

のときは

PO)dJ- [p∂(卜 tA)+(卜 p)a(t-tB )] dt

g(1〝)= ala2.写｡Z_1 PalPa 2 ''-Pal-1

Z

xI6(1〝 -th[C+∑′th-1(ta.la.)])H [g(lj)dlJ]J J j=l
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よ り

仏罰

山に

を得る｡ それにより積分方程式(ll)は F.Matsubaral)によって得 られMatsubaraSakata2)

によって EdwardsAnderson3)と独立にスピングラスの存在が示されたものである｡

クラスター関数 fの平均はペア関数の平均 として表わすことが出来 る0

f(tli))- Jf(tli))〟[P(JJ)g(li)dJidli]j=l
- Jf(ll,I.)P(Jl)g(1.)g(1.)dl.dl'i

/ /

z- 3, C-0,JAニーJB, p>1/2の場合 を考 えるo g(I)を

g(1)二- }∂(1-10)+FE6(1)+リ∂(1+I. )

で近似 し,(8)の f(1)として 12m-1, 12n を選ぶと

12n~1-(スーy)12on-1
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ここに t= tA=-tB･ すべてのnについて(14日 15)をみたすよう), 〟, 〟,loが定 ま

れば g(1)の正解であるがいまは n- 1, 2に対して(14X15)を考 えよう｡

(14)(15)は

i-y- o (16)

の解 をもつ｡これ よりg(1)-♂(1)とな り,常磁性相 (以下Pと略記 )を与える｡

(14)(15)のス-y≠ Oの解 がガラス状相 (スピングラス,以下GI.Pと略記 )を与 える｡

ス≠ γの解 が強磁性相 (以下 Fと略記 )の解であ る｡

n- 1とn- 2に対す る(14)よ り}+ yを消去すると強磁性相の lo が3次方程式 (略)

の解 として求まるO これ を 10- 1F(t,p)と記すとこれ を用いて 1, ycま

1 1+x
〃 4Ⅹ

･(2-

t(2p-1)

t(2p-1)

)±右 [x(2+x)

仁 (1･x)(2t2-1)(2-
(17)

と求まるoここに x…12Ft2であるO

に p≠Oの場合 は n- 1とn- 2に対するu5)よりガラス状相の 1.- 1G(t)が4次方

程式 (略 )の解 として求まる｡そ して未定係数 右 yは

1+Ⅹ)(2t2-1)1 (l=LJ=二
4 t2Ⅹ(2+x)

(18)

となるo (x…lat2)(15)と(17日 15)とug),,)t一 致するところとしてp-F, PIGLPの柏
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境界が求まり,これは先に得 られている結果と一致する20)4)(17)の [ ]内が消えると

ころで F-Gl｣Pの相境界が得られ,

p - i

x(2+x)+t[1+5x-2x2-212(1+x)]

tll+5x+2x2-212(1+x)]
(19)

で与えられる｡T- 0でp-GI｣Pの境界は p- 7/8 となる (ref.4)の Appendix

の結果と一致 )0

(7)(10)(12)と(18)(x≡ 12Gt2) を用いればGLPのエネルギーが,(7)(10X12)と(17)(x…12Ft2)

を用いれば F｡rr｡のエネルギーが得 られそれから比熱,エント｡ピーが求まる㌘

積分方程式(9か ら一般の分布 PO)に対するF,GLP,Pの相境界 も得られる｡ この

分布 を中心J,幅 2Aの長方形分布にとった場合の相境界は ref.6)に与えられて居る｡

J- J｡Z, A - A｡√㌻ ととZ--の極限で 鮎 the近似 は分子場近似に tend してp

- F, p-GLPの相境界は ScherringtonKirkpatrick7)のそれ と一致する｡
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Cu3Au合金における秩序一無秩序相転移

の過渡過程における秩序整列過程の研究

東工大 ･理 橋 本 魂 洲

二元合金系の秩序一無秩序相転移の問題は, Isingスピン系における相転移の問題の
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